
別紙様式 

令和 ４年度 学校評価シート 
 
 

目指す学校像・育てたい生徒像（スクール・ポリシー等に基づいて記載する）  学校評価の公表方法  現
状
・
進
捗
度 

Ａ 十分に達成している。 （80%以上） 

児童生徒が、安心・安全にのびのびと学ぶことができ、保護者や地域に信頼され、期待

に応えられる学校。 
 自分自身を理解し、大切にすることのできる児童生徒、また、社会自立に向けての目

的を持ち、主体的に行動できる。 

 
授業参観における保護者アンケート、及び学校関係者ア

ンケート等を学校運営協議会、育友会役員会に報告し 

保護者に文書で知らせる。 

 Ｂ 概ね達成している。  （60%以上） 

  Ｃ あまり十分でない。   （40%以上） 

  Ｄ 不十分である。    （40%未満） 

 

自己評価（分析、計画、取組、評価）  学校関係者評価（２月７日実施） 

番
号 

計画・取組 評価（３月１５日現在）  

・生徒会の中で「マルシェ委員会」を創設したことで、学

校運営協議会の委員と学校との連携が密になり、生徒の自

主的な取り組みとして進めることができた。 

・学校運営協議会を中心としたコラボレーターズチームの

皆さんの協力もあり、各分野で活躍されている地域の方が

本校に足を運んでくださる機会が多くなった。 

・「高野口マルシェ」で自分たちの作った製品が商品とな

って消費者（地域の方）の手に渡る様子を実際に体験する

ことによって、子どもたちが作る喜びを味わうことができ

た。 

・「高野口マルシェ」を中心とした令和 5 年度の学校とし

ての方向性が明確になり、教育課程も含めた改善のための

具体策について共有することができた。 

・令和 4 年度より、ICT 研修に取り組むことで各教員が授

業の中で ICT 機器を利用する機会が増え、児童生徒の実態

に応じた授業実践がおこなえるようになってきた。 

・自立活動や日々のコミュニケーション手段としても ICT

機器を使う機会が増え、児童生徒の意欲の向上につながっ

てきている。 

・人権感覚チェックシートを使った研修を教職員に対して

おこなうことで人権感覚の向上や障害特性の理解が深まっ

てきた。 

・外部機関の研修を受けることで、生徒指導のあり方や外

部機関との連携などについて教職員の理解が深まり、本校

の児童生徒指導の決まりや指導の方向性などについて見直

すことができた。 

・働き方改革の一環として学校の組織の再編や行事、業務

の精選等をおこない、教職員一人ひとりの業務の平準化が

進み、組織の見直しや役割分担が明確になってきた。 

・会議の進行をスムーズにして時間短縮等につなげるため

にきのかわ支援学校会議運営マニュアルを作成し、協議事

項を明確化や時間短縮等につながってきている。 

重点目標 
現
状 具体的取組 評価項目と評価指標 

進
捗
度 

進捗状況 今後の改善方策  

１ 
地域との連携や協働活動と

して「高野口マルシェ」を

学校全体として取り組む。 

B 

生徒が理解し主体的な活動を行

う。 

生徒の意欲が見え積極性が

あったか。 
B 

マルシェ委員会を通して生徒

が意欲的に取り組みだした。 
「高野口マルシェ」の活動を

学校全体の取り組みにするた

めに、教育課程の見直しをお

こない各学部で付けたい力を

整理して教育活動に取り組ん

でいく。 

 
小学部、中学部の取組を明確に

し、参加可能な体制をつくる。 

各学部として役割分担し参

加できたか。 
B 

各学部の方向性を会議で共有

し次年度の方向性を出した。 

学校運営協議会の意見を取り入

れ参加体制を強化する。 

運営協議会の意見を反映

されたか。 
B 

運営協議会の委員の意見を教

育活動に反映できてきた。 

２ 
専門性の向上に向けて「Ｉ

ＣＴを活用した授業づく

り」の研修を進める 

Ｃ 

研修を進めるにあたり児童生徒

の実態把握（学校として統一） 

実態把握のアセスメント

が確実にできたか。 
B 

外部機関の講師から実態把握

について研修を受けた。 ICT 研修を今年度も継続して取

り組み、各個人が ICT 機器を

効果的に使用して授業を実施

できるようにするため、計画

的に実施していく。 

 

 
研修を受けるにあたり個人目標

と指導事例の共有をする。 

個人目標を作成し、事例を

通して理解できたか。 
B 

各個人が ICT を少しずつ使え

るようになり事例を共有でき

た。 

障害の重い児童生徒の学習支

援、指導内容を実践で行う。 

必ず、授業実践を１教科

行えたか。 
B 

ICT を使った学習支援を各教員

がおこなった。 

３ 
教職員としてのモラルを重

視し、指導する上で障害特

性を理解した関わりをする 

C 

十分な障害理解を行い、個々に

対応ができるようにする。 

クラス、学年の児童生徒の障害理

解を研修で理解できたか。 
B 

研修を通して実態把握に関す

る理解が進んだ。 

児童生徒の障害特性に配慮し

た対応を心がけるために人権

チェックシートを使って効果

的な研修をおこなう。 

保護者や運営協議会の委員の

意見を反映し、授業改善等に

つなげる。 

 
授業に於いて、個々に寄り添っ

た内容に取り組む 

人権チェックシート結果を

いかし、改善したか。 
B 

人権チェックシートで児童生

徒対応について理解できた。 

何事にも、評価を重視し、次に

生かす指導をする。 

授業参観や学校運営協議会

の意見を反映できたか。 
B 

作業学習の製品開発の意見等

を取り入れることができた。 

４ 
目的や意図を明確にチーム

（組織）の在り方を理解す

る。 

c 

組織、チームとしての定義、在

り方を全職員に発信する。 

チームづくりに関して管理

職が統一できたか 
C 

組織としての目標を明確にし

て意思統一ができつつある。 
学校組織の再編成をおこな

い、各自の役割分担を明確に

することで組織の平準化を進

める。 

全員の目指す方向を共有する

ことで会議の目標設定などを

明確にする。 

 
運営委員会組織の研修を実施、各

分掌の目標を明確し、役割を分担

する。 

目標設定と、役割を全職員

で共有し、実施できたか。 
B 

分掌の役割分担を整理し、業

務の平準化が進んだ。 

ファシリテーターとしての会議

設定や到達設定の重要性の理解 

会議の流れが理解出来、到達課題

が解決できたか。 
B 

会議進行のマニュアルを見直

し時間短縮につながった。 

学校名： きのかわ支援学校  校長名：柏木 美紀 



 


